様式２

「対策効果シミュレーション事業
（ヒートアイランド対策の定量的な評価手法の検討）」
　企画提案公募

企　画　提　案　書
※記載欄を適宜拡張して使用してください。

（図・表を用いてわかりやすく記載していただいても構いません）

	記入日
	平成 　　 年  　　月 　　 日

	１ 企画提案名　

　


	２ 応募事業者名

	企業名等
	

	３ 企画提案書の概要
（1） 提案概要　提案のアピールポイントを記載してください。
※A4サイズ１枚程度
（２）建築物・街区単位の熱負荷算出、及びヒートアイランド対策効果シミュレーションのソフト開発に伴う提案を記載してください。

１．建築物の熱負荷算出のための考え方、必要な入力項目、出力表示方法について記載（入力項目例：形状、高さ、構造等、出力表記例：地表面、一定高さ毎、最上階）
　２．街区単位の熱負荷算出のための考え方、必要な入力項目、出力表示方法について記載（入力項目例：道路、駐車場、緑地等、出力項目例：範囲指定（最大、最小）、形状指定
　３．建築物のヒートアイランド対策技術としてソフトに取り入れるものについて記載

　　（例：高効率ボイラー、省エネ型エアコン、高効率給湯器等）
４．建築物以外のヒートアイランド対策技術としてソフトに取り入れるものについて記載
（例：保水性舗装、植栽等）

　５．３、４で記載したヒートアイランド対策技術について、その効果の算出式・根拠についてそれぞれ１つずつ記載
　６．１～４の算出にあたり、時期設定、時間設定表示についての提案を記載
　　（真夏日の時間毎の数値については最低限表示できる事とする。）

　７．街区レベルの熱負荷算出についての入力の簡便化等の工夫を記載
　８．府民・事業者が利用しやすい工夫を記載　

※１～４について入出力の画面イメージを添付すること。


	（３）提案価格
詳細内訳は、対策効果シミュレーション事業委託金額提案書（様式３）に記載してください
金　　　　　　　　　　　　円（消費税及び地方消費税含む）
（４）スケジュール

実施スケジュールを（別紙）対策効果シミュレーション事業スケジュールに記載し
て下さい。




（別紙）対策効果シミュレーション事業スケジュール
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